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第２学年　算数科学習指導案
１組　計28人（男子10人　女子18人）

指導者　　美　坂　史　朗　

１　単　　　元　　かけ算⑶
２　単元の目標

　乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ，それを乗法九九を構成したり計算の確かめをしたりする

ことに生かすことができる。また，乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実に

できるとともに，簡単な場合の２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えることを通して，乗法

九九の理解を深めることができる。

３　単元の評価規準

算数への
関心・意欲・態度

数学的な考え方
数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

　乗法九九の表を活用
して，きまりを見付け
たり，ゲームをしたり，
身近な問題に生かした
りしようとしている。

　乗法九九の表を観察
して，乗法についての
性質を見いだしている。
また，簡単な２位数と
１位数の計算について，
乗法に関して成り立つ
性質を基に考えている。

　乗法に関して成り立
つ性質を用いて，乗法
九九を構成することが
できる。

　被乗数，乗数，積の
関係や交換法則を理解
している。

４　単元について
　⑴　単元の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，一つ分の大きさが決まっているときに，その幾つ分かに当たる大きさを

求める演算が乗法であることを理解し，問題場面を式で表すことができるようになってきている。ま

た，１の段から９の段の乗法九九を構成し，乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増えるという性質や

２の段と３の段の和が５の段になるというきまりを見付けることができるようになってきている。

　これらを基に本単元の学習では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」，「数量は，全体と

部分で考える。」という「基盤となる考え方」に着目しながら，乗法が用いられる場合についての

きまりを理解することができるようにする。具体的には，乗法九九の表を構成したり，観察したり

することを通して，被乗数，乗数，積の関係や交換法則など乗法に関して成り立つ性質や乗法九九

の様々なきまりの理解を深めることができるようにする。また，簡単な場合について，２位数と１

位数との乗法の計算の仕方を考えることで，乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増えるという性質

や交換法則，分配法則などの乗法に関して成り立つ性質の理解を深めることができるようにする。

さらに，ゲームに取り組んだり，身に付けた乗法九九を生活や学習の中で活用したりすることで，

乗法のよさについても気付くことができるようにする。

　この学習で着目した「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」，「数量は，全体と部分で考える。」

という「基盤となる考え方」は，第３学年で学習する乗法の筆算の仕方を考えたり，２位数や３位

数などの乗法の計算の仕方を考えたりする学習につながっていく。

　⑵　本単元を構成する学習内容と「基盤となる考え方」

　第２学年「かけ算⑴」 　第２学年「かけ算⑵」

　ある数を，一つ分の大きさが決まっている
時に，その幾つ分としてみることができる。
また，２の段から５の段の乗法九九を構成し，
乗法についての理解を深めることができる。

　乗法九九の表の構成を通して，乗法に関して成り立つ性質の理解を深めることができる。ま
た，簡単な場合の２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えることができる。

「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」
「数量は，全体と部分で考える。」

「基盤となる考え方」

　これまでに見付けてきた乗法に関して成り
立つ性質やきまりに着目しながら，６の段か
ら９の段，１の段の乗法九九を構成し，乗法
についての理解を深めることができる。

第２学年「かけ算⑶」
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成27年９月４日　調査人数　28人）

　　　本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（数字は人数）

【調査①】　つぎのけいさんをしましょう。（技能）

ア　３＋３＋３（28）　イ　６＋６＋６＋６（25）　ウ　６＋７＋３（26）　エ　４＋７＋６＋３（23）

【調査②】　次の●は，どんな数のまとまりが見えますか。かこみましょう。（まとまりで見る見方）

　　　ア　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

２のまとまり（16）

６のまとまり（8）　

３のまとまり（3）

４のまとまり（1）

３のまとまり（13）

４のまとまり（12）

６のまとまり（2）

２と３のまとまり（1）

４のまとまり（21）

２のまとまり（2）

２と６のまとまり（3）

４と１２のまとまり（2）

【調査③】　１ふくろにあめが２こずつ入っています。３ふくろあります。

　　　　　あめは，ぜんぶで何こあるでしょうか。（知識・理解）

式　　２＋２＋２（25），２×３（1），その他（2） 答え　６こ（26）

【調査④】　つぎのずの　全体（赤）とぶぶん（青，みどり）をかこみましょう。（全体と部分で見る見方）

　　　　　　　　　部分を６と２　　　　　　　　　　部分を４と４　　　　　　　　　　　部分を５と３

　　　　　　　　で考える（13）　　　　　　　　 　で考える（7）　　　　　　　　　　　で考える（2）

５　指導に当たって
　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実【研究内容１】

　本単元では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」，「数量は，全体と部分で考える。」と

いう「基盤となる考え方」に着目することで「自分事の問い」をもつことができると考える。子ど

もたちは，前単元「かけ算⑴」，「かけ算⑵」において，１の段から９の段までの乗法九九の構成を

学習している。そこで，４，16，30はどんな乗法の答えなのかを考え，乗法九九の表を完成させる

活動を行うことで，「４は，１×４，２×２，４×４があるぞ。」「でも，縦と横を見てみると，２が

あるから２×２じゃないかな。」などの子どもたちの気付きから，「九九表をつくるには，どうすれ

ばいいのかな。」という「自分事の問い」をもつことにつなげていく。本時では，簡単な場合の２

位数と１位数との計算で，12×３をこれまで見付けた乗法に関して成り立つ性質を基に考え，「か

けられる数とかける数を入れかえると答えが同じになるのに。」「３の段だったら計算できるのに

な。」など，これまで学習した交換法則や累加の考え，分配法則などの既習事項に着目して「自分

事の問い」をもつことができるようにする。

　⑵　「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」の設定【研究内容２】

　「高め合う」過程に入る前に，ペアや３人グループでの「学び合い」を行う。その際，「数量は，

同じまとまりの幾つ分で考える。」，「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」

に着目しながら自分の考えを伝えたり，友達の発表を聞いたりする。「学び合い」において，自分

と友達の考えを比較しながら伝えたり聞いたりすることで，自分の考えに友達の考えを付け加えた

り，自信をもったりすることができるようにする。また，多様な考えがある場合は，電子黒板にそ

れらの考えを提示することで，どのような考えなのかをペアや３人グループで読み取ることがで

きるようにする。本時では，まず「３×12を計算するために，どのように分けたり，３のまとま

りをたしたりしているのか自分の考えと比べながら聞こう。」という「学び合い」の視点を確認す

る。次に，まとまりや全体と部分に着目しながら，互いの考えを伝え合うようにする。その際，「ど

うして途中の３×９＝27から３ずつたしたの。」（質問），「こういう分け方もあるんだね。」（付加・

修正），「そうか，やっぱりこの分け方でよかったんだ。」（強固）など，自分の考えを広げたり深め

たりすることができるようにする。

　⑶　自己の変容を実感できる評価の在り方【研究内容３】

　「まとめる」過程で，「同じまとまりの幾つ分」や「全体と部分」という「基盤となる考え方」に

着目して，学んだことを確認したり活用したりする適用問題や発展問題に取り組む。本時では，「４

×13を計算しよう」という適用問題に取り組む。その際，本時で学んだ乗法に関して成り立つ性

質を振り返ることで，数が大きくなっても解けるという喜びを味わうことができるようにする。そ

うすることで，自己の考えの変容を実感し，次の学びへ生かそうとする学習意欲も高めることがで

きるようにする。

●●●●●●
●●●●●●

　　●●●●
　●●●●
●●●●
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６　指導・評価計画（全８時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重点評価項目

過程 主な学習活動
 学習問題

　  まとめ　　
教師の指導

♢ＩＣＴ活用

つ
か
む
・
見
通
す
②

１　 ４，16，30は ど ん な 乗 法

の答えなのかを考え，乗法

九九の表を完成する。

①　九九ひょうをつくるに
は，どうすればいいのかな。

　かくだんのこたえをじゅん
じょよく書いていくと九九
ひょうができるね。

◯　４，16，30がどんな乗法になっている
かを話し合うことで，乗法九九の表の
仕組みを理解することができるように
する。

　乗法九九の表の仕組みを理解すること
ができたか。【知・理：ノート，発言】

２　乗法九九の表から，いろ

いろなきまりや特徴を考え

る。

②　九九ひょうには，どんな
きまりがあるのかな。

　同じこたえがむきあってい
るなど，ひょうにはいろいろ
なきまりがあるね。

◯　見付けたきまりをワークシートに記
入し，分類・整理することで，乗法
九九のきまりや特徴を考えることがで
きるようにする。

　乗法九九の表のよさに気付き，乗法九九
の様々なきまりや特徴を考えることがで
きたか。　【考え方：ワークシート，発言】

高
め
る
④

３　かけられる数が３（３の

段）の答えと，かける数が

３の答えを比べ，答えが同

じになるわけを考える。

　・　３×５＝５×３

③　どんなしきもかけられる
数とかける数を入れかえて
もこたえは同じになるのか
な。

　ブロックをたてに見たりよ
こに見たりしているから，し
きはちがってもこたえは同じ
なんだね。

○　ブロックを操作したり，アレイ図と
式を関連付けたりすることで，被乗数
と乗数を入れ替えても答えが同じにな
ることに気付くことができるようにす
る。

　被乗数と乗数に着目して，式や図を用
いて表現し，答えが同じになるわけを考
えることができたか。

【考え方：ワークシート，発言】

４　乗法に関して成り立つ性

質を使って，３×12の計算

の仕方を考える。（本時）

④　かける数が９より大きい
ときは，どうすればいいの
かな。

　かけ算のきまりをつかった
り，かける数を分けて計算し
たりするとかけ算九九をつ
かって計算できるね。

◯　「基盤となる考え方」に着目しながら，
既習事項を振り返ることで，乗法に関
して成り立つ性質で解けばよいという
ことに気付くことができるようにする。

　簡単な１位数と２位数の計算につい
て，乗法に関して成り立つ性質を基に考
え，説明することができたか。

【考え方：ノート，発言，操作活動】

５　分配法則を使って，12×

３の計算の仕方を考える。

　　　10×３＝30

　　　２×３＝６

　　　30＋６＝36

⑤　かけられる数が９より大
きいときは，どうすればい
いのかな。

　かけられる数を分けて計算
するとかけ算九九をつかって
計算できるね。

○　「数量は，全体と部分で考える。」と
いう「基盤となる考え方」に着目して，
アレイ図に線を引いたり，囲んだりす
ることで，既習の乗法九九に分けて考
えることができるようにする。

６　19人で旅行に行くとき

の，座席の取り方を考える。

・２×２＝４

・３×５＝15

・４＋15＝19

⑥　どんなくふうをすれば，
一人ぼっちにならないよう
にすわれるのかな。

　 全 体 が19に な る よ う に，
２のだんのしきと３のだんの
しきをくみ合わせて考えると
いいね。

◯　練り上げの場面で，実際に席を動き，
座席の取り方を確認することで，本時
の学習の理解を深め，生活場面で活用
することができるようにする。

　かけ算九九を想起し，場の状況を考え
ながら，かけ算九九を生活場面で活用す
ることができたか。【技能：ノート】

ま
と
め
る
②

７　「かけ算ゲーム①おはじ

きとり」，「かけ算ゲーム②

かけ算ビンゴ」のルールを

理解し，ゲームに取り組む。

⑦　かけ算ビンゴでかつため
には，どうすればいいかな。

　16や24など，しきがいく
つもあるかけ算を入れるとビ
ンゴしやすくなるね。

◇　プレゼンテーションソフトを使って図
を動かしながらゲームの内容を提示する
ことで，ルールの理解を深め，意欲的に
参加することができるようにする。

　乗法九九を活用して，ゲームに楽しく
参加することができたか。

【関・意・態：ワークシート，発言】

８　既習事項の理解を深め

る。

　・　力だめしの問題

⑧　いろいろな問題にちょう
せんしよう。

○　九九パズルに取り組むことで，乗法
について理解を深めることができるよ
うにする。
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使

っ
て

分
け

て
考

え
る

方
法

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
分

配
法

則
を

視
覚

的
に

捉
え

る
こ

と
が

で

き
る

よ
う

に
し

，
１

位
数

×
２

位
数

の
計

算
の

仕
方

を
理

解
す

る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　
本
時
で
学
習
し
た
乗
法
に
関
し
て
成
り
立
つ
性
質
を
用
い
て
解

く
こ
と
が
で
き
る
適
用
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
，
本
時
の
学
習

を
振
り
返
り
，
自
己
の
考
え
の
変
容
を
実
感
し
，
今
後
の
学
習
へ

の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
右

の
図

の
よ

う
に

お
は

じ
き

が
な

ら
ん

で
い

ま
す

。
こ

の
お

は
じ

き
の

数
を

も
と

め
ま

し
ょ

う
。

４
×

1
3
を

計
算

し
よ

う
。

　
３
×
1
2
を
計
算
す
る
た
め
に
，
ど
の
よ
う
に
分
け
た
り
，
３
の
ま
と
ま
り
を
た
し
た
り
し
て
い
る
の
か
，
自
分

の
考
え
と
比
べ
な
が
ら
聞
こ
う
。

　
使

え
そ

う
な

か
け

算
九

九
は

な
い

か
な

。

　
４

×
９

＝
3
6
に

４
ず

つ
た

し
て

い
く

と
答

え
が

出
せ

た
ぞ

。

か
け

る
数

が
９

よ
り

大
き

い
と

き
は

，
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
か

な
。

　
か

け
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

り
，

か
け

る
数

を
分

け
て

計
算

し
た

り
す

る
と

か
け

算
九

九
を

つ
か

っ
て

計
算

で
き

る
ね

。

式
は

，1
2
×

３
に

な
る

ね
。

1
2
＋

1
2
＋

1
2
＝

3
6
に

な
る

ね
。

　
か

け
ら

れ
る

数
と

か
け

る
数

を
入

れ
替

え
る

と
答

え
が

同
じ

に
な

る
ぞ

。

　
３

を
1
2
回

た
す

と
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

。
　

３
×

９
＝

2
7
ま

で
は

，
分

か
る

ん
だ

け
ど

な
あ

。
　

８
の

段
の

時
の

よ
う

に
，

お
は

じ
き

を
分

け
て

考
え

て
み

よ
う

か
な

。

　
３

の
段

だ
け

ど
，

か
け

る
数

が
1
2
に

な
る

ぞ
。

　
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＋
３

＝
3
6

　
1
3
を

５
と

８
に

分
け

て
考

え
る

と
か

け
算

九
九

で
答

え
が

出
せ

る
ね

。

　
い

ろ
い

ろ
な

分
け

方
が

で
き

る
ん

だ
な

。
次

の
問

題
も

分
け

て
計

算
し

て
み

た
い

な
。

　
３

ず
つ

た
す

方
法

は
大

変
だ

っ
た

け
ど

，
３

×
９

＝
２

７
ま

で
は

分
か

っ
て

い
る

か
ら

，
途

中
か

ら
た

す
と

簡
単

に
な

る
よ

。

　
分

け
方

は
，

６
と

６
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

他
に

も
あ

る
ね

。

　
二

つ
に

分
け

る
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

，
三

つ
や

四
つ

に
分

け
る

こ
と

も
で

き
る

ぞ
。

そ
う

す
る

と
，

９
×

４
で

も
答

え
が

出
せ

る
ね

。

　
３

×
　

９
＝

２
７

　
３

×
１

０
＝

３
０

　
３

×
１

１
＝

３
３

　
３

×
１

２
＝

３
６

３
×

６
＝

１
８

　
３

×
６

＝
１

８

１
８

＋
１

８
＝

３
６

３
×

１
２

＝
３

６

＋
３

＋
３

＋
３

つ か む ・ 見 通 す
（

1
0
）

調 べ る
（

1
0
）

高 め 合 う
（

1
5
）

ま と め る
（

1
0
）
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